
味の素食品の健康経営の取り組み ～ご挨拶～

味の素食品は、「個人と組織がともに挑戦・成長し続ける魅力あふれる食品生産会社」を
目指しています。その実現の原動力となるのは、私たち一人ひとりが持つ「AFMプライド」です。

AFMプライドは皆さんそれぞれが大事にしていること、自信を持っていることです。
そして、このAFMプライドは心身の健康が損なわれていては十分に力を発揮することはできません。
従業員の心身の健康は個人の問題ではなく、会社の成長を支える重要な経営基盤です。

そのためにも、会社は「味の素グループで働いていると、自然に健康になる」を目指す姿として、
一人ひとりが健康で働き続けられる環境づくりに取り組みます。
そして、皆さんには自らの健康を「自分ごと」として捉え、知り、考え、行動するセルフ・ケアを実践
していただきたいと思います。

「AFMプライドを大切にし、新たな未来をつくる。」そのために、従業員の皆さんの健康は
最重要基盤です。
誰もがいきいきと働き、挑戦し続けられる会社をともにつくっていきましょう。

代表取締役社長 廣島 英哉
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